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に日本語教師養成に力を注いでいた人物として、長沼直兄と E. H. Jorden が挙げられる。
音声言語を重視し、コミュニケーションにおいて音声の正確さを重視していた（河路 2012、
高見澤 2005）。彼らの教育観は、当時の日本語教師に影響をしていたと推測される。 
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2010 第 3 のパラダイムシフト 
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 6 ASTP（Army Specialized Training Program）は、言語の構造は学習者と母語が同じである言語
学者に母語で学び、口頭練習を通した発音や会話の練習はネイティブ・スピーカーに学ぶという
教育方法である。 
 7 MOOCs とは、Massive Open Online Courses の略語で、インターネットを通して受講できるオ
ンライン講座を指す。日本語の音声をコンテンツとする代表的なMOOCsとして、Waseda Course 




いればアクセスでき、音声学習を行うことができる。edX は、Harvard 大学と MIT の共同開発
によるオンライン講座のプラットフォームで、2016 年 11 月から早稲田大学を起点に Japanese 
Pronunciation for Communication が配信されている（https://www.edx.org/course/japanese- 
  pronunciation-communication-wasedax-jpc111x）。 
 8 OJAD とは、日本語教師および学習者のために開発されたオンライン日本語アクセント辞書であ
る（http://www.gavo.t.u-tokyo.ac.jp/ojad/jpn/pages/home）。工学の技術と日本語教育の視点を融
合した、新たな音声学習支援ツールと言える。 
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